
6．9 患者の状況（2）【患者調査票（脳血管疾患等リハビリテーション）】  

（1） 基本情報  

1）患者の性別   

患者の性別についてみると、「男性」が5l．9％、「女性」が47．9％となっている。  

図表6．恥1患者の性別  

0‡ I昭  2D1  301 1叫  501  601  701  801  901 1Q（）t   

4）（家族以外の介護者がいる場合の）介護保険の利用状況   

（家族以外の介護者がいる場合の）介護保険の利用状況についてみると、「介護施設等に  

入所している」（31．6％）が最も多く、次いで、「訪問介護を受けている」（2！．】％）となっ  

ている。  

図表6．9－4 介護保険の利用状況  

Ot   川1  20t   3ロ1  401  581  601  丁（lt   801  90t l山川  

合計  
（N＝85【”  

j一男色女口無国事l  

2）患者の年齢（平成18年12月1日時点）   

患者の年齢についてみると、「70～80歳末満」が251名で最も多く、次いで「60～70歳  

末満jが柑g名となっている。  

図表6．9－2 患者の年齢（N＝瑠50）  

0   50   柑0  150  2的  250  3DO  

，一摘鹿由に入鹿Lているロ扁ふ護妄如て高川けの由占k由I   

訪問介護の回数についてみると、「2軌（30－0％）「4回以上」（30．0％）が最も多くなって  

いる。  

図表d．クー5 訪問介護の回数  

Ol   川1  20‡  30‡  仰‡  5〃‡・ 即†  フ○‡  β8I  川霧  100l  

10慮未満  

to－2q■未満  

20・一川歳末濱  

30－㈹ま未満  

40－50瞳東鶉  

5（ト80醜未満  

帥－？○ま未満  

TO－80鐘未満  

8〃一90鐘未満  

90一川0歳末襲  

用Oi以上  

i－†由占2由這3壷i毎以上□扁壷1  

（2）リハビリテーションを始めたときの生活と現在の状況との比較   

1）通勤について   

通勤についてみると、「治療開始前から通勤していない」（5g．6％）が最も多く、次いで、  

r以前のようには通勤ができない、又は、通勒すべきでないと言われた」（g．4％）となって  

いる。  

図表6．9－6 通勤について  

O1  101  201  301  481  引）1  801  7（〉l  拍1  901 1朗川  

ホ国事圃22   

3）本人又は家族が判断した介護の必要性   

本人又は家族が判断した介護の必要性についてみると、「介護の必要があって、家族と  

暮らしており、家族が介護してくれるJ（35．3％）が最も多く、次いで、r家族以外の介護者  

がいる」（27．り％）となっている。  

図表6．9－3 介護の状態  

Ol tOl ！O1  301 101  501  601  丁肌  801  901 100l   

合計  
（N＝850）  

ニ 介護の必要lよない  ■以前よりも集に通勤ができるようになった  
ロ以前と同じように通勤ができる  
匂以前ほどではない机避勤ができる  
■以罰のようには通勤ができない、又tま、通勤すべきでないと苫われた  

Q治療開始前から通勤していない  

□無回書  

92   

臼介蹟の必要があるが、一人暮らしであり、介捜者はいない  
℡介護の必要があって、家族と暮らしており、家族が介護してくれる  
■介護の必要があり家族と暮らしているが、家族は仕事・病気等のために介護ができない  
日＃族以外の介護者がいる  

9l  



2）（通勤の状況に変化がある場合）具体的な変化の内容  

1）で「以前ほどではないが、通勤ができる」または「以前のようには通勤ができない、  

又は、通勤すべきでないと言われた」と回答した唐音のうち．通勤の状況に変化がある場  

合の具体的な変化の内容についてみると、「退職した」（57．3％）が最も多く、r職場・職種  

を変えた」（5．6％）となっている。  

図表6．9－7 （通勤の状況に変化がある場合）具体的な変化の内容  

Ol lDヽ   ～n＼  コ∩＼  401  SDヽ   801  川ヽ   80＼  90ヽ  10（1l  

5） スポーツについて   

スポーツについてみると、「治療開始前からスポーツを行っていない」（60．5％）が最も多  

く、次いで、r以前のようにスポーツはできない」（は2％）となっている。  

図表6．9－10 スポーツについて  

Ol   川1  201  301  401  50ヽ   601  TO1  801  901 100l  

合計  
（N＝89）  

l  1  

j・職場・職種を変えた口退職した四その他口無回答l  

3） 仕事について   

仕事についてみると、「治療開始前から仕事を行っていない」（57．8％）が最も多く、次い  

で、「以前のようには仕事ができない、又は、仕草をすべきでないと言われた」（12．0％）と  

なっている。  

図表6．9－8 仕事について  

■以前よりもスポーツができるようになったロ以前と同じようにスポーツができる  
8以前ほどではないが、スポーツができる ■以前のようにスポーツはできない  

日活療朋始解からスポーツを行っていないロ無回答  

（3） 今後予定している生活場所  

今後予定している生活場所（又は現在生活している場所）についてみると、「自宅で過ごす  

予定である（又は自宅で過ごしている）」（56．1％）が最も多く、次いで、「この調査票を受け  

取った病院・診療所に引き続き入院する」（25．1％）となっている。  

図表6．9－‖ 今後予定している生活場所  

合計川＝85D）  

○（】t  2001  10b1  60仇  

Ol   川l  ～01  コOl lDヽ   50ヽ   も0ヽ  】Ot   80ヽ  gOヽ  100ヽ  

■以前よりも楽に仕事ができるようになった  
ロ以前と同じように仕事ができる  
田以前ほどではないが、仕手ができる  

疇以前のようには仕事ができない∴又は、仕事をすべきでないと言われた  

臼治療開始前から仕事を行っていない  
ロ無回答   

自宅で遇ごす千手で▲る（又は  

自宅で■ごしていも）  

この講書靡豪貴け最った■虎・   
■■布に引蕾続き入統一も  

他の■鴨や■■所（邑■離■  

〉に転憫寸る千手である（ヌは  

転■した）  

介圧電人≠■ヽ敵に入断ナも   
予定でぉもl又は入断した）  

介■最書璧■血▲サヒ入秩丁  
も予定である一文は入験した）  

疇別義■七人ホームに入所ナ  
る千藍で▲る（又は入所した）  

■暮リハビリテーション絶世に  
入所丁も千丈でぉも（又は入  

所Lた）  

モの他  

■国書  

4）（仕事の状況に変化がある場合）具体的な変化の内容  

〕）で「以前ほどではないが、仕事ができる」または「以前のようには仕事ができない、  

又は、仕事をすべきでないと言われた」と回答した患者のうち、仕事の状況に変化がある  

場合の具体的な変化の内容についてみると、「退職した」（59，去％）が最も多く、次いで、「仕  

事量を減らした」（1g．9％）となっている。  

図表6．9－9 （仕事の状況に変化がある場合）具体的な変化の内容  

0ヽ  10ヽ   ヱ0＼  3q1  40＼  501  601  川1  80I  901 100l  

†i彿i・由を牢主長誼事皐をiらし≠四元iL這亘二i車I  
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1）（自宅で過ごす場合）復職■復学の予定（複数回答）   

自宅で過ごす場合の復職・復学の予定についてみると、「就労（復職・再就職）する予定  

である（又は復職している）」（‖．1％）が最も多く、次いで、「就学（復学）する予定である（又  

は復学している）」（1．5％）となっている。  

図表6．9－12 （自宅で過ごす場合）復職・復学の予定  

Ol  101  201  ユOl  耶I1  501  801  丁【l1  801  901  tOOl   

施設に入院する予定の場合の今後予定している（又は受けている）リハビリテーション  

等についてみると、「医療施設（調査票を手渡された医療施設）」（65．9％）が最も多く、次  

いで、「老人保健施設」（g．2％）となっている。  

図表占．9－】4 今後予定しているリハビリテーション等（施設に入院する予定）  

合計（N＝364）  

0′Ol tO．O1 200ち 3001 40．O1 500t 80．Ol TO．Ol  

合計  
（N＝1TT）  医療施設（調査震を手渡された医療施設）  

老人俣■施設  

医療施設（その他の医療施設）  

介護療養型医療施設  

特別養護老人ホーム  

書業リハビリテーション施設  

その他  

触回筈  

■就労（凱一再鋏尊ける予定である（又は償甘している）  

日放辛（復学ける予定である（又は復学している）  

四その他  
口無回答  

（4）今後予定しているリハビリテーション等（複数回答）   

今後予定している（又は受けている）リハビリテーション等についてみると、「通院（適  

所）してリハビリテーションl医療保険】を受ける予定である（又は受けている）J（46．6％）  

が最も多く、次いで、「施設に入院（入所）する予定である（又は入院（入所）している）J  

（42．8％）となっている。  

図表占．9－13 今後予定しているリハビリテーション等  

lO■  ll仇       lOh l01I l00■  引‖川  

図表6．9－15 「通院（通所）してリハビリテーション【医療保険】を受ける予定である（又は  

受けている）」としている患者について、その回数  

O1  18‡  201  301  10‡  501  801  7D1  801  901  ‖）Ol  

鴨  

■■（1計lしてリハビリサーシ  

■ノt■■■■l●tll▲■■   

で■もl貫け彙けていも）  

▲▲に入■（人伊I▼tナfて   

■■しIl▲▲■しl■Lていい  

1■11輝＝．てリハビリサーシ  

ン一介■■■】tlけも▼量で   

■も【責は貴けてい▲l  

■升■■モ■■■■■■▼▲  
▼霊で■も【Xは雷■してい■〉  

リハヒリーーシ■ン良≠■■●  

心た脆lこ．入■エは1■↑▲   

◆t▼■■Ll吐1■ ▲■し  

てい■）   

■事■▲士■に繭■してtふ  

い．リハビリナーシーシt介■●  

●l■■l＝l●■▼■■lJ■  

書けていい   
■攣■■士■七■■して払   
い．リハビリ▼－シtンl■t   

●■lItけ●●■▼■■印  

瞳■け▼いIl  

リハビリナーシ■ンや暮■■暮  
行】▼倉瞳ない  

■■A■に●■丁●○ど▲▲   

とl■lこ■■■l■■▼l■   

lて■■しtll■■してい▲l  

■■l■■ ■■■l■■▼  

【t事〉暮しt小らリハビリサー   

シ■ン暮tけも▼∫で▲■（又  

けtけていもI  

モのt  

■i  

合計  
【N＝398）  

！iヰ回田逼妄面亘岳元・i福鱒ヰロi国事l   

図表6．9－16 「通院（通所）してリハビリテーション【介護保険】を受ける予定である（又は  

受けている）」としている患者について、その回数  

O1  101  20t   301  401  501  801  TO1  801  901 1【）Ol  

合計  
（N＝1丁5）  

lI亘亘高車串享亘亘i盲福垂□≠重責l  

図表6．9－17 理学撰法士に訪問してもらいリハビリテーション【医療保険Iを受ける予定  

である（又は受けている）j としている患者について、その回数  

恒車重二重車重垂豆垂、≠幸≠亘亘幸一亘章車1  

9（i   



図表6．9一柑 理学療法士に訪問してもらいリハビリテーション【介護保険】を受ける予定  

である（又は受けている）」としている患者について、その回数  
6．10 患者の状況（2）【患者調査票（運動器リハビリテーション）】  

（1）基本情報  

1） 患者の性別   

患者の性別についてみると、「女性」（62．9％）が最も多く、次いで、「男性」（36．7％）と  

なっている。  

図表6．】0－1患者の性別  

0ヽ   tO1  20ヽ  30ヽ  101  50＼  601  701  801  901 IDDl  

合計  
（N＝45）  

i■削回田遇相田遇咽日割回以上□無回軒   

図表6．9－19「就労（復職・再就職）や就学偶学）をしながらリハビリテーションを受ける  

予定である（又は受けている）」としている患者について、その回数  

i・男口女口無由苔【   

i・道順D週2回田遇咽・削回以上口無回答事  2）患者の年齢（平成18年12月l日時点）   

患者の年齢についてみると、「70～80歳未満」が300名で最も多く、次いで「60～70歳  

未満」が216名となっている。  

図表6．10－2 患者の年齢（N＝1030）  

0   50  100 †50 ‡0¢  z50  800  350  

1）（医療保険または介護保険のリハビリテーションを受ける（又は受けている）予定  

の場合）リハビリテーションに望むこと（複数回答）  

（医療保険または介護保険のリハビリテーションを受ける（又は受けている）予定の場  

合）リハビリテーションに望むことについては「現在の日常生活の動作や活動を保ちたい  

（悪くならないようにしたい）」（58．0％）が最も多く、次いで「もう少し歩けるようになり  

たい」（5l．5％）となっている。  

図表6．9－20 リハビリテーションに望むこと  

合計（N＝72わ  

001 ＝】口1 2001封‖M lO（）15001 6001丁（＝）I  

10縫未満  

川一20鼠未満  

2い・30歳末満  

30－ヰ0鎗未満  

小ト50鎗未満  

50－80ま未満  

60～和さ乗儀  

丁（ト80鐘未満  

8D－90さ未満  

90－100歳末満  

川0鐘以上  

■ 回 答  

現在の日常生活の動作や活動を保ちたい  
（悪くならないようにしたい）  

もう少し歩けるようになりたい  

転ばないようになりたい  

痛みを取りたい  

職場、学校、部活動などに早く復帰したい  

その他  

無回答  
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3） 介護の状態   

介護の状態についてみると、「介護の必要はない」（56．2％）が最も多く、次いで、「介護  

の必要があって、家族と暮らしており、家族が介護してくれる」（19．9％）となっている。  

図表6．10－3 介護の状態  

ol  ‖川  201  301 401  5肌  801  701  801  901 川Ol   

（2）リハビリテーションを始めたときの生活と現在の状況との比較   

1） 通勤について   

通勤についてみると、r治療開始前から通勤していない」（50．1％）が最も多く、次いで、  

「以前と同じように通勤ができる」（10．0％）となっている。  

図表6．10－6通勤について  

o1 101 201 301 101 501 601 †O1 801  8肌 l別川  

合計  
（N＝tO38）  

■介護の必要はない  
田介護の必要があるが、一人暮らしであり、介護者はいない  
匂介護の必要があって、ま族と暮らしており、家族が介護してくれる  
■介護の必要があり家族と暮らしているが、篭族は仕事・病気等のために介護ができない  
ロ家族以外の介護者がいる  
ロ無回答   

■以前よりも射こ通勤ができるようになった  

ロ以前と同じように通勤ができる  
四以前ほどではないが、通勤ができる  
■以前のようには通勤ができない、又は、通勤すべきでないと言われた  
ロ治療開始前から通勤していない  
□k回答   

4）（家族以外の介護者がいる場合の）介護保険の利用状況  

家族以外の介護者がいる場合の介護保険の利用状況についてみると、「その他」を別にす  

ると「訪問介護を受けている」（化1％）が最も多く、次いで、「介護施設等に入所している」  

（2l．3％）となっている。  

図表6．10－4 介護保険の利用状況  

0ヽ   tOl ！O1  3D＼ 10t  501  引】l ？O1  80ヽ  90ヽ 100l  

2）（通勤の状況に変化がある場合）具体的な変化の内容  

l）で「以前ほどではないが、通勤ができる」または「以前のようには通勤ができない、  

又は、通勤すべきでないと言われた」と回答した患者のうち、通勤の状況に変化がある場  

合の具体的な変化の内容についてみると、「その他」を別にすると「退職した」（26・9％）が  

最も多く、「職場・職種を変えた」（6．5％）となっている。  

図表6．10－7（通勤の状況の変化がある場合）具体的な変化の内容  

ol 101 201 301 101 501 601 TOt  801 gO1 100l  

l■介鵬設吏iこ入所してt、も口緬介護を受け王いる云i㌫由古無回答ニー  

訪問介護の回数についてみると、「2回」（32．7％）が最も多く、次いで、「4回以上」（26・9％）  

となっている。  

図表6．10－5 訪問介護の回数  

O1 101  201  301  ヰO1  501  801  701  801  901 100l  

匝二≠亘車i≠≠妄ら亘奉祀キ亘i㌫亘亘薗筆1   

3）仕事について  

仕事についてみると、「治療開始前から仕事を行っていない」（47・7％）が最も多く、次い  

で、r以前と同じように仕事ができる」（11．5％）となっている。  Ii咽占i由オi亘i†由以上頭重 

100   99  



図表6．10－8 仕事について  

〇＼  l〇＼  Oe＼   3ウ＼  lOヽ   く∩ヽ   Rnヽ  †nヽ   80＼  90＼  tDOヽ  
（3） 今後予定している生活場所   

今後予定している生活場所（又は現在生活している場所）についてみると、「自宅で過ご  

す予定である（又は自宅で過ごしている）」（67．3％）が最も多く、次いで、「この調査票を受  

け取った病院・診療所に引き続き入院する」（10．6％）となっている。  

図表6．】0．‖ 今後予定している生活場所  

合肘（H三川301  

001  20（ll  小）O1  80‘】l  飢＝川  

d以前よりも厳に仕事ができるようになった  

u以前と同じようlこ仕事ができる  

8以前ほどではないが、仕事ができる  

q以前のようには仕事ができない、又は、仕事をすべきでないと言われた  

臼治療間始酌から仕事を行っていない  
ロ無回答   自宅で遇ごナチ定である（又は  

自宅で』ごしている）  

この■嘉■手書けtった■蒙・   

p最新に引きは倉入読する  

介■老人畏■集散に入所する   
予定である（又は入所した）  

僧の■触や■■断（声虎靡片  

Iに転験する予定である（又は  

転篤したl  

竹桝暮書七人ホームに入所す  
る千定であも（又l土人新した）  

介■●t■■■■■に人中▼  

もー定でぉも（又は入檎した1  

t女リハビリテーション▲散に  

入所する千責である（又は入  

所した〉  

その他  

■回答   

4）（仕事の状況に変化がある場合）具体的な変化の内容   

3）で「以前ほどではないが、仕事ができる」または「以前のようには仕事ができない、  

又は、仕事をすべきでないと言われた」と回答した患者のうち、仕事の状況に変化がある  

場合の具体的な変化の内容についてみると、「仕事量を減らした」（4〕．9％）が最も多く、次  

いで、「退職した」（27．4％）となっている。  

図表6．10－9 （仕事の状況に変化がある場合）具体的な変化の内容  

0ヽ    川ヽ   20ヽ   301  10＼   50ヽ   60ヽ   TOヽ   801   9nヽ   ＝川＼   

合計  
（N＝157）  

】・職場・職種を変えたE仕事量を減らした田近れした□無回酎  

5） スポーツについて   

スポーツについてみると、「治療開始前からスポーツを行っていない」（56．6％）が最も多  

く、次いで、「以前のようにスポーツはできない」（l丘4％）となっている。  

図表6．10－10 スポーツについて  

Ol   ＝I1  201  301  401  501  60I（  TOI BOl（  9Dl 100l  

1）（自宅で過ごす場合）復職・復学の予定（複数個答）   

自宅で過ごす場合の復職・復学の予定についてみると、「その他」を別にすると「就労（復  

職・再就職）する予定である（又は復職している）」（23．7％）が最も多く、次いで、r就労（復  

学）する予定である（又は復学している）」（3．0％）となっている。  

図表6．】0．】2 （自宅で過ごす場合）復職・復学の予定  

nl   川1  201  30ヽ  10ヽ   50ヽ   601  TOヽ  80ヽ   90ヽ  100＼  

■以前よりもスポーツができるようになったB以前と同じようにスポーツができる  

田以前ほどではないが、スポーツができる H以前のようにスポーツはできない  

8治療開始前からスポーツを行っていない口無回答  ●就労（復書・再就書ける予定である（又は復職している）  

□就学（復学）する予定である（又は復学している）  

田その他  
□無回答  
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（4）今後予定しているリハビリテーション等（複数回答）   

今後予定している（又は受けている）リハビリテーション等についてみると、r通院（適  

所）してリハビリテーション【医療保険】を受ける予定である（又は受けている）」（52．7％）  

が最も多く、次いで、「自分自身で運動等を実施する予定である（又は実施している）」  

（23．3％）となっている。  

図表6．10一】3 今後予定しているリハビリテーション等  

合計（H＝t030I  

¢01  10仇  l001  3001    ㈹O1     80（l一     別l01  

施設に入院する予定の場合の今後予定している（又は受けている）リハビリテーション  

等についてみると、rその他」を別にすると「医療施設（調査票を手渡された医療施設）」  

（6l．2％）が最も多く、次いで、「医療施設（その他の医療施設）」（8．8％）となっている。  

図表6．10－14 今後予定しているリハビリテーション等（施設に入院する予定）  

食甘く廿＝22れ  

○01  20m  10仙  抑01  即8暮  

最虎■甘t■董■f事義された■轟1■〉  

■■義鰹（モの触の廉轟■■）  

義人徽●暮甘  

W削柑沌人ホーム  

介■●■■■■■■  

■徽リハビリテーション▲蝕  

モの他  

■官書  

鳶職【i瞬〉してリハビリテーシ  

ョン【鑑最良験Iをtける事モ   

である（又け貴けている）  

自分自身で正■■を臭▲すも  
▼定でもる（又は菓▲して【lる）  

書轡tこ入織l人語）ナも千童で   

もる（又は入鏡（入所≠てい1＝  

■続（遭新）してリハビリテーシ  

ンI介書胃♯托土ける千倉で   

ぉもt又は貴けていも）  

リハビリテーション以外の輪膿  
のために、入統又はヨ欄すも  

予定であも（又は入牡・iほし  

ている）  

敵勢Itl・■t■）や■攣  

（サ事）をしながらリハビリテー  

ションtまけも予定である（又  

は貴けている）  

亀嬢看■に●加ナもなどよ人   

と←■に■■■モ稟■丁る干   
定である（又は実■している）  

リハビリテーションや遍暮●妻  

行う▼定はない  

瑠攣療法士■に断巾してもら   
い，リハビリテーション【匿轟   

瞳♯）モtけもチ1であるl又  

は生けていも）  

書手徽沃土■に職Ⅶしてもら  
い、リハビリテーション【介■撫  

■托貴ける予定である（又11  

貴けていも）  

モの触  

図表6．10－】5 r通院（通所）してリハビリテーション【医療保険】を受ける予定である（又  

は受けている）」としている患者について、その回数  

O1  10t  201  801  4肌   501  80I TO1  801  901 1001  

Ji逼咽占姦≦由占削盲！扇面云i竜扁吏】  

図表6．10－16 「通院（適所）してリハビリテーション【介護保険Iを受ける予定である（又  

は受けている）」としている患者について、その回数  

01  101  201  301  101  501  60I TO1  801  901 100l  

‾ 
r≠盲訂車重壷臼岳盲姦亘盲福亘i扁藩一1  
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1）（医療保険または介護保険のリハビリテーションを受ける（又は受けている）予定  

の場合）リハビリテーションに望むこと（複数回答）  

リハビリテーションの望むことについてみると、「痛みを取りたい」（56．5％）が最も多く、  

次いで、「現在の日常生活の動作や活動を保ちたい（悪くならないようにしたい）」（53・3％）  

となっている。  

図表6．10－20 リハビリテーションに望むこと  

合計（N＝758）  

00t lOO1 2001 300t 小】O1 5001 600l  

図表6．10＿17「理学療法士等に訪問してもらいリハビリテーションl医療保険】を受ける  

予定である伐は受けている）lとしている患者について、その回数  

】■道順8遇姻臼遇咽t遇咽以上ロー回答l  

図表6．10＿18「理学療法士等に訪問してもらいリハビリテーション【介護保険lを受ける  

予定である（又は受けている）j としている患者について、その回数  

痛みを取りたい   

現在の日常生活の動作や活動を保ちたい  
（悪くならないようにしたい）  

もう少し歩けるようになりたい  

転ばないようになりたい  

ヰ壌、学校、部活動などに早く復帰したい  

その他  

触回筈  

い帽一如週2由四週姻・姦通以上□無回答l  

図表6．10【19「就労（復職・再就職）や就学（復学）をしながらリハビリテーションを受け  

る予定である（又は受けている）」としている患者について、その回数  

o1 101  201  コO1 1nヽ  50ヽ  601  TO1  801  90ヽ  tOOl  

弓・道順日通2回田削回一遇咽以上ロー回答岳  
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6．11患者の状況（2）【患者調査票（呼吸器リハビリテーション）】  

（1）基本情報   

1） 患者の性別   

患者の性別についてみると、「男性」（64．2％）が最も多く、次いで、「女性」（35．8％）と  

なっている。  

図表6．1トl患者の性別  

Ol  川1  201  301  40t   501  8昭  川1  801  90■ 1別川   

4）（家族以外の介護者がいる場合の）介護保険の利用状況   

家族以外の介護者がいる場合の介護保険の利用状況についてみると、「介護施設等に入  

所しているj と「訪問介護を受けている」が46名中7名となっている。  

図表6．1ト4 介護保険の利用状況  

合計  
（N＝179）  

恒慮施由に入扁てi、る日痍商示覆を射てし｛る占iの砲口無遠慮l   】・男D女白丸匝惜l   

2）患者の年齢（平成柑年12月1日時点）   

患者の年齢についてみると、「70～80歳末満」が75名で最も多く、次いで「80～90歳未  

満」が36名となっている。  

図表6．11－2 患者の年齢（N＝179）  

訪問介護の回数についてみると、「2削が7名中4孝．と最も多く、次いで、「4回以上」  

が7名中2名となっている。  

図表6．1ト5 訪問介護の回数  

O
軒
㌣
紅
囲
 
 

■U   

20  40  80  80  

柑歳末満  
10－2（l歳未満  

20・－ユ0歳末満  

30～40歳末満  

小ト50t未漢  

50－80鶴来満  l・福田姻占3面・咽以上口熱由1  
80～TO鎗相轡2丁  
70－80鐘未満  

80－90歳末満  

90－100ま未満  

川0鐘以上  

（2）リハビリテーションを始めたときの生活と現在の状況との比較  

1）通勤について   

通勤についてみると、「治療開始前から通勤していない」（40．8％）が最も多く、次いで、  

「以前と同じように通勤ができる」（6．1％）となっている。  

図表6．1l－6：通勤について  

Ol  101  201  801  ヰO1  501  601 101  801  901  ＝）Ol  

k回答国5   

3）本人又は家族が判断した介護の必要性   

本人又は家族が判断した介護の必要性についてみると、「介護の必要はない」（35．2％）が  

最も多く、次いで、「家族以外の介護者がいる」（25．7％）、「介護の必要があって、家族と暮  

らしており、家族が介護してくれる」（24．6％）となっている。  

図表6．1l－3 介護の状態  

O1  10I  201  301  ヰO1  501  601  701  801  901 100l   

合計  
（N二1Tg）  

■以前よりも楽lこ通勤ができるようになった  

B以前と同じように通勤ができる  

臼以前ほどではないが、通勤ができる  

■以刑のようには通勤ができない、又は、通勤すべきでないと書われた  

ロ治■開始前から通勤していない  
ロー回答  

108   

■介護の必宴はない  
8介護の必要があるが、一人書らしであり、介護者はいない  
臼介護の必要があって、家族と暮らしており．手機が介護してくれる  
■介護の必要が観りま族と暮らしているが、崇族は仕事・病気等のために介護ができない  
日置族以外の介護者がいる  
□無何事  
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2）（通勤の状況に変化がある場合）具体的な変化の内容  

l）で「以前ほどではないが、通勤ができるj または「以前のようには通勤ができない、  

又は通勤すべきでないと言われた」と回答した患者のうち、通勤の状況に変化がある場合  

の具体的な変化の内容についてみると、「退職した」が10名中5名と最も多くなっている。  

図表6．1ト7 通勤の状況に変化がある場合）具体的な変化の内容  

5） スポーツについて   

スポーツについてみると、「治療開始前からスポーツを行っていない」（55．9％）が最も多  

く、次いで、「以前のようにスポーツはできない」（6．7％）となっている。  

図表6▲1l－10 スポーツについて  

0ヽ  10＼  20＼  301  10＼  501  60ヽ  101  80＼  901 100l  

合計  
（N＝10）  

恒桐・耶拒変えた田退隋した臼その他口無回答J  

3） 仕事について   

仕事についてみると、r治療開始前から什蕃を行っていない」（4g．6％）が最も多く、次い  

で、「以前ほどではないが、什辛ができる」（5．0％）、「以前と同じように仕事ができる」（5．0％）、  

「以前のように仕事ができない」（5．0％）となっている。  

図表6．1トS 仕事について  

0ヽ  10＼  201  301  10＼   50＼  60ヽ   丁（）l  偶0ヽ   90ヽ  ‖）0ヽ  

（3）今後予定している生活場所   

今後予定している生活場所（又は現在生活している場所）についてみると、「自宅で過ご  

す予定である（又は自宅で過ごしている）」（49．7％）が最も多く、次いで、「この調査票を受  

け取った病院・診療所に引き続き入院する」（32．4％）となっている。  

図表6，1ト11今後予定している生活場所  

合什（N＝tll）   

50肌      帥Ot  

自宅で邁ごナナ史である（又は  

自宅で過ごしている）  

この隕童1モーけtった■最・   

■腋附こ引き観き入瞬ナも  

他の痍験や■t断（■愈廉験  

）に軽快する子宝であるし又は  

も秩した）  

介■虚書聖■t▲投に入院す  

る子宝であも（又は入併した）  

鴨財嚢吐象人ホームに入斬す  
る予定である（又は入所した）  

■tリハビリ子－ション■汝に  

入怖↑も干支でももく又は入  
所Lた）  

介J象人＃■■削＝入新ナる   

丁重でもる（又は入新した）  

その他  

■垣1讐  

■以前よりも射＝仕事ができるようになった  

□以前と同じように仕事ができる  
田以前ほどではないが．仕事ができる  

■以前のようには仕事ができない、又は、仕事をすべきでないと言われた  

日活療開始前から仕事を行っていない  
～ロ無回答   

4）（仕事の状況に変化がある場合）具体的な変化の内容   

3）で「以前ほどではないが、仕草ができる」または「以前のようには仕事ができない、  

又は、仕事をすべきでないと言われた」と回答した患者のうち、仕事の状況に変化がある  

場合の具体的な変化の内容についてみると、「仕事量を減らした」が18名中】0名と最も多  

くなっている。  

図表6．1ト9 （仕事の状況に変化がある場合）具体的な変化の内容  

1・姦寧・由を変えた8仕事王を減らした叩輿甲高由I  
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1）（自宅で過ごす場合）復職・復学の予定（複数回答）   

自宅で過ごす場合の復職・復学の予定についてみると、「就労（復職・再就職）する予定で  

ある（又は復職している）」（】8．0％）が最も多く、次いで、「就労（復学）する予定である（又  

は復学している）」（4．5％）となっている。  

図表6．1ト12 （自宅で過ごす場合）復職・復学の予定  

Ol  川1  201  30t lO1  501 80t TO1  80t  901 tO8l  

施設に入院する予定の場合の今後予定している（又は受けている）リハビリテーション  

等についてみると、「医療施設（調査票を手渡された医療施設）j（脚．6％）が最も多く、次  

いで、「介護療養型医療施設」（3．0％）となっている。  

図表6，1l－14 今後予定しているリハビリテーション等（施設に入院する予定）  

合讐†（帖＝6丁）  

0．O1  20．O1  40．01  60．O1  80．O1 100．Ol  

医療施設（調査震を手渡された医療施設）  

介護療暮型医療施設  

医療施設（モの他の医療施設）  

特別養護老人ホーム  

■集リハビリテーション施設  

老人保健施設  

その他  

無回答  

合計  
くH＝89）  

臼欽筆（牧羊）する予定である（又は旗竿している）  

■紋労（仇甘・再鍼tける予定である（又は慎一していも）  臼その他 ロー回答  

（4）今後予定しているリハビリテーション等（複数回答）   

今後予定している（又は受けている）リハビリテーション等についてみると、r施設に入  

院（入所）する予定である（又は入院（入所）している）」（37．4％）が最も多く、次いで、  

「通院（適所）してリハビリテーション【医療保険】を受ける予定である（又は受けている）」  

（3l．8％）となっている。  

図表6．1l－13 今後予定しているリハビリテーション等  

●針川tlI山   

図表6．1ト15 「通院（適所）してリハビリテーション【医療保険】を受ける予定である（又  

は  

受けている）」としている患者について、その回数  

O1  1D1  20t   301  引）1  501  801  ？O1  801  901 100l  

■さに▲■UU■け1ト▼■1   

▲■L又址人■LL■Lてい■I  

l■l■■＝．てリハビ■ハトーシ  

■ンt■■t■】雷tけ●▼書  

t■も（又はtけていもI  

■■■■t■■■■■■▼■  

▼tで■■l又ほ■▲していも）  

リハビリナーシ■ン■■○■■  
のたb仁．入■エは■■丁も   

▼書下■ふは虻人■・■■し  
ていも）  

■欄＝■■〉Lてリハビリナーシ  

ンl介1＆櫨I■薫け●干支下   

●▲l又慮tけTい■〉  

リハビリナーシ●ン■■t■■  

朽1▼tは○い  

●■l■■ ■■■l●■■  

（一事）■し○がらリハビリナー  

シ■シーtけ■▼士t■▲（1  

は暮けていも）  

■■巧■ヒ●■▼もなど1▲  

と－■に■■■l薫轟▼も◆   

士t■▲l又慮薫■してい▲）  

■▼■■士■lこh■してもら   

い．リハビリサーシ■ンl■■   

●●llt丹▲▼■▼▲■しI  

qt11てい■L   

■事■止士■ヒ■■しTtG  

い．リハビリ十一シ■ンl介■■  

■】lt111▼Tて▲■Jll  

tけてい■〉  

モ○■  

■■■  

！ii咽占週盲高言塞占古i盲福抜上亘扁車l  

図表‘．11－16 「通院（通所）してリハビリテーション【介護保険】を受ける予定である（又  

は  

受けている）」としている患者について、その回数  

l元卸画面ゆ扇亘4由㌫キヮ元高壷l  

l12   



図表6．】1－17 「理学療法士等に訪問してもらいリハビリテーション【医療保険】を受ける  

予定である（又は受けている）」としている患者について、その回数  

1）（医療保険または介護保険のリハビリテーションを受ける（又は受けている）予定  

の場合）リハビリテーションに望むこと（複数回答）  

リハビリテーションに望むことについてみると、「現在の日常生活の動作や活動を保ちた  

い（悪くならないようにしたい）」（5（i．7％）が最も多く、次いで、「もう少し歩けるように  

なりたい」（42．5％）となっている。  

図表6．1ト20 リハビリテーションに望むこと  

合計（N＝127）  

0O1 1001 2001 30011 ヰ001 5001 600†i  

【t遇咽8週姻臼週姻†削同以上口無回酎  

図表6．1ト柑 「理学療法士等に訪問してもらいリハビリテーション【介護保険lを受ける  

予定である（又は受けている）」としている患者について、その回数  

現在の日常生活の動作や活動を保ちたい  
（悪〈ならないようにしたい）  

もう少し歩けるようになりたい  

痛みを取りたい  

職場、学校、部活動などに早く復帰したい  

転ばないようになりたい  

その他  

無回答  

■卦回日通姻田遺3回q遺4回以上□無回答弓  

図表6．1ト19 「就労（復職・再就職）や就学（復学）をしながらリハビリテーションを受け  

る予定である（又は受けている）」としている患者について、その回数  

r・遅咽日通咽四郎回■遇咽以上ロー回酎  
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